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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも透液性トップシートを含む表面側シート、吸収体、及び不透液性シートがこ
の順に重なる本体部と、この本体部の幅方向両側部において前後方向に延在する立体ギャ
ザーと、を有し、
　前記立体ギャザーは、前記透液性トップシートに固定されている付根部分及びこの付根
部分から幅方向へ延出している延出部分を有するギャザーシートと、前記延出部分の先端
部において前後方向に伸張した状態で固定されているギャザー弾性部材と、を構成要素と
し、
　前記延出部分は、前記透液性トップシートに倒伏状態で固定されている一対の倒伏部分
と、この一対の倒伏部分間に位置する自由部分と、を有し、
　前記透液性トップシートは、前後方向端部が前記ギャザー弾性部材の収縮によって前後
方向中央側に引っ張られ、前記倒伏部分と前記自由部分との境界線から前後方向中央側の
起立線までの折返し部分が前後方向中央側に折り返されて表面ポケットが形成されている
、
　ことを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　前記透液性トップシートは、他の表面側シート又は前記吸収体に固定されており、
　この固定は、少なくとも前記折返し部分及び前記境界線から前後方向端縁側の基準線ま
での弱固定部分において弱められている、
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　請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　少なくとも透液性トップシート及びセカンドシートを含む表面側シート、吸収体、及び
不透液性シートがこの順に重なる本体部と、この本体部の幅方向両側部において前後方向
に延在する立体ギャザーと、を有し、
　前記立体ギャザーは、前記透液性トップシートに固定されている付根部分及びこの付根
部分から幅方向へ延出している延出部分を有するギャザーシートと、前記延出部分の先端
部において前後方向に伸張した状態で固定されているギャザー弾性部材と、を構成要素と
し、
　前記延出部分は、前記透液性トップシートに倒伏状態で固定されている一対の倒伏部分
と、この一対の倒伏部分間に位置する自由部分と、を有し、
　前記透液性トップシート及びセカンドシートは、前後方向端部が前記ギャザー弾性部材
の収縮によって前後方向中央側に引っ張られ、前記倒伏部分と前記自由部分との境界線か
ら前後方向中央側の起立線までの折返し部分が前後方向中央側に折り返されて表面ポケッ
トが形成されている、
　ことを特徴とする吸収性物品。
【請求項４】
　前記透液性トップシート及びセカンドシートは、他の表面側シート又は前記吸収体に固
定されており、
　この固定は、少なくとも前記折返し部分及び前記境界線から前後方向端縁側の基準線ま
での弱固定部分において弱められている、
　請求項３に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記固定が弱められている範囲が、前記境界線から前後方向中央側へ６０～２４０ｍｍ
までの範囲、及び前記境界線から前後方向端縁側へ５～８０ｍｍまでの範囲とされている
、
　請求項２又は請求項４に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　少なくとも前記透液性トップシートの前後方向端部が前後方向中央側に折り返されて端
部ポケットが形成されている、
　請求項１～５のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記吸収体の前後方向中央側に折り返されている前記折返し部分と重なる部分に、凹部
が形成されている、
　請求項１～６のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記本体部及び前記ギャザーシートの前後方向端部かつ幅方向側部が折り返され、
　この折返し部が、折返し前に前記前後方向端部側に位置していた端縁部が前記延出部分
に固定され、かつ折返し前に前記幅方向側部側に位置していた端縁部が固定されずに指入
れ部が形成されている、
　請求項１～７のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パッド型おむつ、テープ型おむつ、パンツ型おむつ、生理用ナプキン等とし
て使用することができる吸収性物品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　吸収性物品としては、例えば、パッド型おむつ、テープ型おむつ、パンツ型おむつ等の
いわゆる使い捨ておむつや、生理用ナプキン等が存在する。これらの吸収性物品は、通常
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、液透過性トップシート、吸収体、及び液不透過性シートがこの順に重なる本体部を有す
る。この本体部の表面には、脚回りから排泄物が横漏れするのを防止するために、例えば
、立体ギャザー等が設けられることがある（例えば、特許文献１～３参照。）。この立体
ギャザーは、本体部の幅方向両側部において前後方向に延在する。
【０００３】
　立体ギャザーは、液透過性トップシートに固定されている付根部分、及びこの付根部分
から幅方向に延出している延出部分を有するギャザーシートと、延出部分の先端部におい
て前後方向に伸張した状態で固定されているギャザー弾性部材と、を主な構成要素とする
。また、延出部分は、透液性トップシートに倒伏状態で固定されている前倒伏部分及び後
倒伏部分（一対の倒伏部分）と、この前倒伏部分及び後倒伏部分間に位置する自由部分と
、を有する。この立体ギャザーの自由部分は、ギャザー弾性部材の収縮によって本体部の
表面から起立（突出）する。
【０００４】
　また、吸収性物品の前後方向端部から排泄物が前後漏れ（いわゆる腹漏れや背漏れ。）
するのを防止するために、本体部表面の前後方向端部にも立体ギャザーが設けられること
がある（例えば、特許文献２、３参照。）。この立体ギャザーも前後漏れ防止という点で
は有用である。しかしながら、横漏れ防止用の立体ギャザーに加えて前後漏れ防止用の立
体ギャザーまで設けるとなると吸収性物品の構造が極めて複雑になる。しかも、吸収性物
品を構成する部材や製造コストの増加になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－３４５８８４号公報
【特許文献２】特開２００５－３３４５３７号公報
【特許文献３】特開２００９－２７３８３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする主たる課題は、簡易な構造でありながら、前後漏れを防止す
ることができる吸収性物品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するための手段は、次のとおりである。
（請求項１に記載の態様）
　少なくとも透液性トップシートを含む表面側シート、吸収体、及び不透液性シートがこ
の順に重なる本体部と、この本体部の幅方向両側部において前後方向に延在する立体ギャ
ザーと、を有し、
　前記立体ギャザーは、前記透液性トップシートに固定されている付根部分及びこの付根
部分から幅方向へ延出している延出部分を有するギャザーシートと、前記延出部分の先端
部において前後方向に伸張した状態で固定されているギャザー弾性部材と、を構成要素と
し、
　前記延出部分は、前記透液性トップシートに倒伏状態で固定されている一対の倒伏部分
と、この一対の倒伏部分間に位置する自由部分と、を有し、
　前記透液性トップシートは、前後方向端部が前記ギャザー弾性部材の収縮によって前後
方向中央側に引っ張られ、前記倒伏部分と前記自由部分との境界線から前後方向中央側の
起立線までの折返し部分が前後方向中央側に折り返されて表面ポケットが形成されている
、
　ことを特徴とする吸収性物品。
【０００８】
（請求項２に記載の態様）
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　前記透液性トップシートは、他の表面側シート又は前記吸収体に固定されており、
　この固定は、少なくとも前記折返し部分及び前記境界線から前後方向端縁側の基準線ま
での弱固定部分において弱められている、
　請求項１に記載の吸収性物品。
【０００９】
（請求項３に記載の態様）
　少なくとも透液性トップシート及びセカンドシートを含む表面側シート、吸収体、及び
不透液性シートがこの順に重なる本体部と、この本体部の幅方向両側部において前後方向
に延在する立体ギャザーと、を有し、
　前記立体ギャザーは、前記透液性トップシートに固定されている付根部分及びこの付根
部分から幅方向へ延出している延出部分を有するギャザーシートと、前記延出部分の先端
部において前後方向に伸張した状態で固定されているギャザー弾性部材と、を構成要素と
し、
　前記延出部分は、前記透液性トップシートに倒伏状態で固定されている一対の倒伏部分
と、この一対の倒伏部分間に位置する自由部分と、を有し、
　前記透液性トップシート及びセカンドシートは、前後方向端部が前記ギャザー弾性部材
の収縮によって前後方向中央側に引っ張られ、前記倒伏部分と前記自由部分との境界線か
ら前後方向中央側の起立線までの折返し部分が前後方向中央側に折り返されて表面ポケッ
トが形成されている、
　ことを特徴とする吸収性物品。
【００１０】
（請求項４に記載の態様）
　前記透液性トップシート及びセカンドシートは、他の表面側シート又は前記吸収体に固
定されており、
　この固定は、少なくとも前記折返し部分及び前記境界線から前後方向端縁側の基準線ま
での弱固定部分において弱められている、
　請求項３に記載の吸収性物品。
【００１１】
（請求項５に記載の態様）
　前記固定が弱められている範囲が、前記境界線から前後方向中央側へ６０～２４０ｍｍ
までの範囲、及び前記境界線から前後方向端縁側へ５～８０ｍｍまでの範囲とされている
、
　請求項２又は請求項４に記載の吸収性物品。
【００１２】
（請求項６に記載の態様）
　少なくとも前記透液性トップシートの前後方向端部が前後方向中央側に折り返されて端
部ポケットが形成されている、
　請求項１～５のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【００１３】
（請求項７に記載の態様）
　前記吸収体の前後方向中央側に折り返されている前記折返し部分と重なる部分に、凹部
が形成されている、
　請求項１～６のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【００１４】
（請求項８に記載の態様）
　前記本体部及び前記ギャザーシートの前後方向端部かつ幅方向側部が折り返され、
　この折返し部が、折返し前に前記前後方向端部側に位置していた端縁部が前記延出部分
に固定され、かつ折返し前に前記幅方向側部側に位置していた端縁部が固定されずに指入
れ部が形成されている、
　請求項１～７のいずれか１項に記載の吸収性物品。



(5) JP 6212157 B2 2017.10.11

10

20

30

40

50

【発明の効果】
【００１５】
　本発明によると、簡易な構造でありながら、前後漏れを防止することができる吸収性物
品となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】パッド型おむつの表面側平面図である。
【図２】パッド型おむつの裏面側平面図である。
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図である。
【図４】図１のＩＶ－ＩＶ線断面図である。
【図５】パッド型おむつの表面側要部平面図である。
【図６】折返し部分が折り返される原理を示す断面図である。
【図７】透液性トップシートの固定例を示す断面図である。
【図８】折返し部分が折り返された状態を示す斜視図である。
【図９】透液性トップシートの複数の固定例を示す断面図である。
【図１０】端部ポケットの形成例を示す断面図である。
【図１１】凹部の形成例を示す平面図である。
【図１２】凹部の形成例を示す断面図である。
【図１３】指入れ部の形成例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、発明を実施するための形態を、パッド型おむつの場合を例に説明する。
　なお、本形態の各種用語は、次の意味を有する。
　「前側」とは、腹側を意味する。
　「後側」とは、背側を意味する。
　「前後方向」とは、腹側から背側へ、又は背側から腹側へ向かう方向を意味する。
　「幅方向」とは、前後方向に直交する方向を意味する。
　「表側」とは、着用者側を意味する。必要により、内側又は上側ともいう。
　「裏側」とは、表側の反対側を意味する。必要により、外側又は下側ともいう。
　「表面」とは、着用者側の面を意味する。
　「裏面」とは、表面の反対側の面を意味する。
　「股間部」とは、着用者の股間に位置させる部位を意味する。
　「腹側部」とは、股間部より前側の部位を意味する。必要により、前側部ともいう。
　「背側部」とは、股間部より後側の部位を意味する。必要により、後側部ともいう。
　弾性部材の「伸長率」は、弾性部材の伸長の程度を意味し、（弾性部材の長さ／弾性部
材の自然長）×１００（％）で求めた値である。自然長は、伸長率１００％である。
【００１８】
　図１及び図２に示すように、本形態のパッド型おむつＸは、股間部Ｃと、股間部Ｃから
前方に延在する腹側部Ｆと、股間部Ｃから後方に延在する背側部Ｂと、を有する。
【００１９】
　図３及び図４に示すように、パッド型おむつＸは、透液性トップシート１、セカンドシ
ート５、吸収体３、及び不透液性シート２がこの順に重なる本体部を有する。つまり、透
液性トップシート１及びセカンドシート５と不透液性シート２との間に吸収体３が介在さ
れている。
【００２０】
　なお、透液性トップシート１及びセカンドシート５は、後述する包装シート３ｇの一部
と共に表面側シートを構成する。
【００２１】
（透液性トップシート）
　透液性トップシート１は、尿等の排泄物を透過する性質を有する。
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【００２２】
　吸収体３の平面形状が砂時計状であるのに対し、透液性トップシート１は、平面形状が
長方形状である。したがって、透液性トップシート１の前後方向両端部は、幅方向両側縁
が吸収体３の両側縁に一致している（図３参照）。ただし、透液性トップシート１の前後
方向両端部の幅方向両側縁は、吸収体３の幅方向両側縁よりも外方に位置するものとする
ことも、内方に位置するものとすることもできる。
【００２３】
　一方、透液性トップシート１の前後方向中央部は、幅方向両側縁が吸収体３の両側縁よ
りも外方に位置している（図４参照）。ただし、透液性トップシート１の前後方向中央部
の幅方向両側縁は、吸収体３の幅方向両側縁と一致するものとすることもできる。
【００２４】
　ただし、透液性トップシート１の平面形状は、必要により、砂時計状、台形状、前側が
後側よりも幅狭な帯状、等にすることもできる。
【００２５】
　透液性トップシート１としては、有孔又は無孔の不織布や、穴あきプラスチックシート
等を使用することができる。透液性トップシート１を構成する不織布の素材繊維としては
、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン等のオレフィン系、ポリエステル系、アミド系
等の合成繊維や、レーヨン、キュプラ等の再生繊維、綿等の天然繊維、等を使用すること
ができる。
【００２６】
　透液性トップシート１の目付け量は、通常１５～４０ｇ／ｍ2、好ましくは１８～２１
ｇ／ｍ2である。ただし、後述する表面ポケットＰｆ，Ｐｂを形成するのにおいて、透液
性トップシート１のみを折り返し、セカンドシート５を折り返さない場合は、低い目付け
量は好ましくない。したがって、好ましくは２１～４０ｇ／ｍ2である。透液性トップシ
ート１を高目付けにすることで、表面ポケットＰｆ，Ｐｂにヨレ等が生じるのが防止され
る。
【００２７】
（吸収体）
　吸収体３は、尿等の排泄物を吸収し、保持する性質を有する。
【００２８】
　吸収体３は、表面が透液性トップシート１によって完全に覆われ、裏面が不透液性シー
ト２によって完全に覆われている。
【００２９】
　吸収体３の平面形状は、前述したように砂時計状である。ただし、必要により、長方形
状、台形状、前側が後側よりも幅狭な帯状、等にすることもできる。
【００３０】
　吸収体３は、図示例のように１層構造とすることや、複数の層からなる積層構造とする
ことができる。
【００３１】
　吸収体３は、例えば、パルプ繊維の積繊体、セルロースアセテート等のフィラメントの
集合体、不織布、等を主たる構成要素とする。吸収体３には、必要により、粒子状の高吸
収性ポリマー等を混入し、固着することができる。
【００３２】
　吸収体３の繊維の目付けは、例えば、１００～６００ｇ／ｍ2にすることができる。吸
収体３の高吸収性ポリマーの目付けは、例えば、０～４００ｇ／ｍ2にすることができる
。
【００３３】
　吸収体３は、クレープ紙等からなる包装シート３ｇによって包まれている。この包装シ
ート３ｇは、吸収体３の表面側に位置する部分が表面側シートの構成要素とされている。
ただし、包装シート３ｇは、必要により、省略することができる。
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【００３４】
（不透液性シート）
　不透液性シート２は、尿等の排泄物を透過しない性質を有する。したがって、不透液性
シート２は、排泄物が後述する外装シート４側へ漏れるのを防止する機能を有する。
【００３５】
　不透液性シート２は、前後方向両端縁が吸収体３の前後方向両端縁よりも前方及び後方
に位置する。不透液性シート２は、幅方向両側縁が吸収体３の幅方向両側縁よりも側方に
位置する。
【００３６】
　不透液性シート２としては、例えば、ポリエチレンフィルム等を使用することができる
。ただし、不透液性シート２としては、ムレ防止等の観点から、不透液性でありながら、
透湿性を有するシートを使用するのが好ましい。この不透液性でありながら、透湿性を有
するシートとしては、例えば、微多孔性シートを使用することができる。微多孔性シート
は、ポリエチレンやポリプロピレン等のオレフィン樹脂中に無機充填材を溶融混練してシ
ートを形成した後、一軸又は二軸方向に延伸することで得ることができる。
【００３７】
（外装シート）
　不透液性シート２の裏面は、外装シート４によって覆われている。この外装シート４の
周縁がパッド型おむつＸの外周を構成する。
【００３８】
　外装シート４の前後方向両端部は、幅方向両側縁が不透液性シート２の幅方向両側縁よ
りも側方に位置する（図３参照）。外装シート４の前後方向中央部は、幅方向両側縁が不
透液性シート２の幅方向両側縁と一致している（図４参照）。ただし、外装シート４の前
後方向中央部の幅方向両側縁は、不透液性シート２の幅方向両側縁と一致するものとする
こともできる。
【００３９】
　外装シート４としては、例えば、不織布等を使用することができる。この不織布を構成
する素材繊維としては、透液性トップシート１を構成する不織布の素材繊維と同様の繊維
を使用することができる。
【００４０】
　外装シート４は、必要により、省略することができる。外装シート４を省略する場合は
、不透液性シート２がパッド型おむつＸの外周を構成する。したがって、必要に応じて、
不透過性シート２の平面形状を変更することになる。
【００４１】
（セカンドシート）
　セカンドシート５は、透液性トップシート１と吸収体３との間に介在されている。
【００４２】
　セカンドシート５は、吸収体３等に吸収された排泄物が透液性トップシート１へ逆戻り
するのを防止する機能を有する。なお、逆戻りの防止は、着用者の不快感防止、肌触り感
向上につながる。
【００４３】
　セカンドシート５としては、保水性が低く、かつ透液性の高い素材、例えば、各種の不
織布やメッシュフィルム等を使用することができる。不織布を構成する素材繊維としては
、透液性トップシート１を構成する不織布の素材繊維と同様の繊維を使用することができ
る。
【００４４】
（フラップ）
　パッド型おむつＸは、前後方向両端部にエンドフラップＥＦを有する。エンドフラップ
ＥＦは、透液性トップシート１、不透液性シート２、及び外装シート４が貼り合わされて
構成されている。
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【００４５】
　パッド型おむつＸは、幅方向両側部にサイドフラップＳＦを有する。サイドフラップＳ
Ｆは、後述するギャザーシート６、不透液性シート２及び外装シート４が貼り合わされて
構成されている。
【００４６】
（立体ギャザー）
　パッド型おむつＸは、本体部の表面側に立体ギャザーＲを有する。立体ギャザーＲは、
本体部の幅方向両側部に位置する。立体ギャザーＲは、脚回りから排泄物が横漏れするの
を防止する機能を有する。
【００４７】
　図４に示すように、立体ギャザーＲは、ギャザーシート６及びギャザー弾性部材６ｇを
主な構成要素とする。
【００４８】
　ギャザーシート６は、透液性トップシート１及び不透液性シート２に固定されている付
根部分６ｘと、この付根部分６ｘから幅方向内方に延出している延出部分６ｙとを有する
（図１参照）。この延出部分６ｙの先端部は、透液性トップシート１側に折り返されてい
る。この折返し部分には、ギャザー弾性部材６ｇが前後方向に伸張した状態で固定されて
いる。
【００４９】
　図１及び図５に示すように、延出部分６ｙは、透液性トップシート１に倒伏状態で固定
されている前倒伏部分６ｆ及び後倒伏部分６ｂ（一対の倒伏部分）と、この前倒伏部分６
ｆ及び後倒伏部分６ｂ間に位置し、かつ透液性トップシート１に固定されていない自由部
分６ｃと、を有する。なお、付根部分６ｘは、前後方向全長にわたって透液性トップシー
ト１、不透液性シート２、及び外装シート４に固定されている。
【００５０】
　自由部分６ｃは、ギャザー弾性部材６ｇが収縮すると、本体部の表面（透液性トップシ
ート１の表面）から起立して漏れ防止壁となる。自由部分６ｃの起立端縁は、付根部分６
ｘと延出部分６ｙとの境界線に一致する。
【００５１】
　ギャザーシート６としては、例えば、プラスチックシートやメルトブローン不織布等を
使用することができる。ただし、肌触りという観点からは、不織布にシリコン等で撥水処
理をしたシートを使用するのが好ましい。不織布を構成する素材繊維としては、透液性ト
ップシート１を構成する不織布の素材繊維と同様の繊維を使用することができる。
【００５２】
　ギャザー弾性部材６ｇとしては、例えば、スチレン系ゴム、オレフィン系ゴム、ウレタ
ン系ゴム、エステル系ゴム、等を使用することができる。ギャザー弾性部材６ｇは、糸状
であっても、紐状であっても、帯状であっても、その他の形状であってもよい。
【００５３】
（その他）
　各種部材の固定や貼り合わせは、ホットメルト接着剤等を使用した接着、ヒートシール
、超音波シール、等によって行うことができる。
【００５４】
　パッド型おむつＸの寸法は、適宜定めることができる。一例を挙げると、パッド型おむ
つＸの前後方向の長さＨは、例えば、３５０～７００ｍｍにすることができる。パッド型
おむつＸの幅方向の長さＷは、例えば、１３０～４００ｍｍにすることができる。股間部
Ｃの前後方向の長さは、例えば、１０～１５０ｍｍにすることができる。腹側部Ｆの前後
方向の長さは、例えば、５０～３５０ｍｍにすることができる。背側部Ｂの前後方向の長
さは、例えば、５０～３５０ｍｍにすることができる。
【００５５】
（特徴的部分）
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　次に、パッド型おむつＸの特徴的部分について説明する。
　図６の（１）に示すように、透液性トップシート１は、前後方向両端部がギャザーシー
ト６（延出部分６ｙ）の一対の倒伏部分（前倒伏部分６ｆ及び後倒伏部分６ｂ）に固定さ
れている（固定部分をハッチングで示している。）。参考までに、図５の平面図に、透液
性トップシート１、不透液性シート２、及び外装シート４とギャザーシート６との固定部
分である後倒伏部分６ｂ及び付根部分６ｘをハッチングで示している。
【００５６】
　透液性トップシート１の前倒伏部分６ｆ及び後倒伏部分６ｂが固定された部分（透液性
トップシート１の前後方向両端部）は、ギャザー弾性部材６ｇの収縮によってギャザーシ
ート６が前後方向に収縮すると、この収縮に伴って前後方向中央側に引っ張られる。これ
により、前倒伏部分６ｆ及び自由部分６ｃの境界線Ｌ１から前後方向中央側（後方）の起
立線Ｌ２までの折返し部分１ａが、図６の（２）に示すように、前後方向中央側に折り返
される。結果、図８に示すような態様で、折返し部分１ａとこれに対向する透液性トップ
シート１との間に表面ポケットＰｆが形成される。同様に、後倒伏部分６ｂ及び自由部分
６ｃの境界線Ｌ３から前後方向中央側（前方）の起立線Ｌ４までの折返し部分１ａが前後
方向中央側に折り返される。結果、図８に示すような態様で、折返し部分１ａとこれに対
向する透液性トップシート１との間に表面ポケットＰｂが形成される。
【００５７】
　本体部の表面に表面ポケットＰｆ，Ｐｂが形成されていると排泄物の前方及び後方への
移動が阻止されるため、前後漏れが防止される。しかも、この構造は、新たに立体ギャザ
ー等を設けるものではないため、パッド型おむつＸの構造が複雑なものにならない。
【００５８】
　ギャザー弾性部材６ｇの収縮力を利用して表面ポケットＰｆ，Ｐｂを形成し、維持する
ためには、ギャザー弾性部材６ｇの伸長率（収縮量）を適宜調節すればよい。例えば、表
面ポケットＰｆ，Ｐｂの深さを０．５～２．０ｃｍにする場合は、ギャザー弾性部材６ｇ
の伸長率を、好ましくは１８０～３００％、より好ましくは２５０～３００％にする。
【００５９】
　折返し部分１ａはギャザー弾性部材６ｇの収縮によって折り返されているが、吸収体３
は折り返されていない。吸収体３が折り返されていないことで、着用者に違和感が生じる
のが防止される。
【００６０】
　吸収体３が折り返されていないのは、例えば、ギャザー弾性部材６ｇの伸長率が高く設
定されていない、吸収体３の剛性が高い、こと等による。ただし、ギャザー弾性部材６ｇ
の伸縮力や吸収体３の剛度等によっては、吸収体３が折り返されてしまうことも考えられ
る。そこで、他の表面側シート（セカンドシート５、包装シート３ｇ）又は吸収体３に対
する透液性トップシート１の固定力を制御することで吸収体３が確実に折り返されないよ
うにするのが好ましい。
【００６１】
　以下、具体例を説明する。
　まず、透液性トップシート１が吸収体３に固定されている場合を説明する。この場合は
、図７及び図９の（１）に示すように、吸収体３に対する透液性トップシート１の固定を
、少なくとも折返し部分１ａ及び境界線Ｌ１，Ｌ３から前後方向端縁側の基準線、本形態
では端縁Ｌ５までの弱固定部分１ｂにおいて弱める。これにより、図６の（２）から理解
することができるように、折返し部分１ａが折り返され際には、折返し部分１ａ及び弱固
定部分１ｂが吸収体３から離れる（浮き上がる）ことになる。結果、吸収体３が折り返さ
れてしまうのが確実に防止される。
【００６２】
　次に、透液性トップシート１と吸収体３との間にセカンドシート５が介在されている場
合を説明する。この場合は、図９の（２）に示すように、セカンドシート５に対する透液
性トップシート１の固定を、折返し部分１ａ及び弱固定部分１ｂ（境界線Ｌ１，Ｌ３から
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から前後方向端縁側）において弱めることが考えられる。ただし、好ましくは、図９の（
３）に示すように、セカンドシート５に対する透液性トップシート１の固定は通常通りと
しつつ、吸収体３に対するセカンドシート５の固定を折返し部分１ａ及び弱固定部分１ｂ
（境界線Ｌ１，Ｌ３から前後方向端縁側）において弱める。この形態によると、透液性ト
ップシート１（折返し部分１ａ）が折り返され際にセカンドシート５（折返し部分１ａに
重なる部分）が透液性トップシート１に追従して折り返されることになるため、セカンド
シート５の機能（肌触り感向上等）が失われない。
【００６３】
　さらに、吸収体３が包装シート３ｇによって包まれている場合を説明する。この場合は
、図９の（４）に示すように、吸収体３に対する包装シート３ｇの固定を折返し部分１ａ
及び弱固定部分１ｂ（境界線Ｌ１，Ｌ３から前後方向端縁側）において弱めることが考え
られる。ただし、好ましくは、図９の（５）に示すように、セカンドシート５に対する透
液性トップシート１の固定を折返し部分１ａ及び弱固定部分１ｂ（境界線Ｌ１，Ｌ３から
前後方向端縁側）において弱める。より好ましくは、図９の（６）に示すように、包装シ
ート３ｇに対するセカンドシート５の固定を折返し部分１ａ及び弱固定部分１ｂ（境界線
Ｌ１，Ｌ３から前後方向端縁側））において弱める。前者の形態によると包装シート３ｇ
の機能が失われず、後者の形態によると更にセカンドシート５の機能も失われない。
【００６４】
　以上のように、透液性トップシート１、あるいはセカンドシート５、あるいは包装シー
ト３ｇの固定が弱められている範囲は、折返し部分１ａ及び弱固定部分１ｂ（境界線Ｌ１
，Ｌ３から前後方向端縁側）においてである。このように固定を制御すると、吸収体３の
折返しが確実に防止されるうえに、透液性トップシート１の折返し部分におけるヨレ等の
発生が防止される。
【００６５】
　ただし、透液性トップシート１が折り返される範囲は、ギャザー弾性部材６ｇの伸縮力
や吸収体３の剛性等の複雑な要因によって決まる。また、固定が弱められている範囲が折
返し部分１ａより広がっていても直ちに問題となるものではない。同様に、固定が弱めら
れている範囲が弱固定部分１ｂより狭まっていても直ちに問題となるものではない。この
ような点を考慮すると、固定が弱められている範囲は、境界線Ｌ１，Ｌ３から前後方向中
央側へ、好ましくは６０～２４０ｍｍまで、より好ましくは６０～１００ｍｍまでの範囲
Ｄ１（図７参照）である。また、固定が弱められている範囲は、境界線Ｌ１，Ｌ３から前
後方向端縁側へ、好ましくは５～８０ｍｍまで、より好ましくは３０～８０ｍｍまでの範
囲Ｄ２（図７参照）である。
【００６６】
　透液性トップシート１等の固定を弱める方法は、例えば、ホットメルト等の接着剤の量
の調整、単位面積当たりの接着面積の調整、単位面積当たりの範囲の調整、等によること
ができる。
【００６７】
　表面ポケットＰｆ，Ｐｂは、前後方向一方（腹側又は背側）のみに形成することも、前
後方向両方（腹側及び背側）に形成することもできる。また、必要により、腹側の表面ポ
ケットＰｆを形成する位置（端縁Ｌ５からの距離）と背側の表面ポケットＰｂを形成する
位置（端縁Ｌ５からの距離）とを異なるものとすることができる。
【００６８】
　本形態においては、好ましくは、図１０に示すように、少なくとも透液性トップシート
１の、通常はエンドフラップＥＦの前後方向両端部が、表面側、かつ前後方向中央側に折
り返されて端部ポケットＰｔが形成されている。この形態によると、排泄物の前後漏れを
より確実に防止することができる。
【００６９】
　端部ポケットＰｔは、前後方向一方（腹側又は背側）のみに形成することも、前後方向
両方（腹側及び背側）に形成することもできる。また、必要により、腹側の端部ポケット
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Ｐｔの大きさ（深さ）と背側の端部ポケットＰｔの大きさ（深さ）とを異なるものにする
ことができる。
【００７０】
　本形態においては、好ましくは、図１１に示すように、吸収体３の折返し部分１ａ（前
後方向中央側に折り返されている折返し部分１ａ）と重なるポケット部分に、凹部３ｈが
形成されている。吸収体３の当該ポケット部分は、尿等が溜まる部位である。したがって
、吸収体３の当該ポケット部分に凹部３ｈが形成されていると、尿等の吸収、移動等を制
御することができる。
【００７１】
　凹部３ｈの平面形状は、例えば、図１１の（１）にハッチングで示すように、前後方向
一方端部が折返し部分１ａに重なる（折返し部分１ａの下側に位置する）円形状、半円形
状（図示例）、方形状等の面形状にすることができる。この形態によると、図１２に示す
ように、凹部３ｈが存在する部位において表面ポケットＰｆ，Ｐｂの深さが深くなるため
、排泄物の前後漏れをより確実に防止することができる。
【００７２】
　凹部３ｈの平面形状は、例えば、図１１の（２）に示すように、折返し部分１ａから前
後方向中央側かつ、幅方向側方側に延在するライン状にすることもできる。この形態によ
ると、折返し部分１ａに溜まった尿等が吸収体３の広い範囲に拡散するようになる。この
ことは、前後漏れの防止につながる。
【００７３】
　凹部３ｈの形成方法は、吸収体３のエンボス加工、繊維素材の減量等によることができ
る。
【００７４】
　本形態においては、好ましくは、図１３に示すように、本体部及びギャザーシート６の
前後方向端部かつ幅方向側部が、表面側、かつ前後方向中央側かつ幅方向中央側に、要は
斜めに折り返されている。また、この折返し部は、折返し前に前後方向端部側に位置して
いた端縁部（折返し前に幅方向に沿っていた端縁部）が延出部分６ｙに固定されている（
この固定部分を、ハッチングで示している。）。また、折返し前に幅方向側部側に位置し
ていた端縁部（折返し前に前後方向に沿っていた端縁部）は、固定されずに指入れ部Ｐｙ
が形成されている。
【００７５】
　この形態においては、パッド型おむつＸの隅部に、好ましくは四隅に前後方向中央側に
開口６ｚが臨む指入れ部Ｐｙが存在することになる。この指入れ部Ｐｙは、折り畳まれた
状態等にあるパッド型おむつＸを広げる際に、開口６ｚに指を入れて使用するためのもの
である。指入れ部Ｐｙが存在すると、パッド型おむつＸを広げるのが容易になる。しかも
、指入れ部Ｐｙに指を入れて広げる際にギャザーシート６が引き上げられるため、透液性
トップシート１の折返し部分１ａの折返しが円滑に行われるようになる。
【産業上の利用可能性】
【００７６】
　本発明は、パッド型おむつ、テープ型おむつ、パンツ型おむつ、生理用ナプキン等とし
て使用することができる吸収性物品として利用することができる。
【符号の説明】
【００７７】
　１　透液性トップシート
　１ａ　折返し部分
　１ｂ　弱固定部分
　２　不透液性シート
　３　吸収体
　３ｇ　包装シート
　３ｈ　凹部
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　４　外装シート
　５　セカンドシート
　６　ギャザーシート
　６ｂ　後倒伏部分
　６ｃ　自由部分
　６ｆ　前倒伏部分
　６ｇ　ギャザー弾性部材
　６ｘ　付根部分
　６ｙ　延出部分
　６ｚ　開口
　Ｂ　背側部
　Ｃ　股間部
　ＥＦ　エンドフラップ
　Ｆ　腹側部
　Ｌ１，Ｌ３　境界線
　Ｌ２，Ｌ４　起立線
　Ｐｆ，Ｐｂ　表面ポケット
　Ｐｔ　端部ポケット
　Ｐｙ　指入れ部
　Ｒ　立体ギャザー
　ＳＦ　サイドフラップ
　Ｘ　パッド型おむつ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】
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